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１．趣  旨：  

子ども・子育て家庭を取り巻く課題が複雑・多様化するなかで、地域の「身近なおとな」

である児童委員、主任児童委員の活動はますます重要となります。そして、「こどもまん

なか社会」を実現するためには、児童委員、主任児童委員がそれぞれの役割を理解し、連

携していくことがさらに重要となります。 

全民児連では、令和７年（2025）年３月に「制度創設 30年を経た主任児童委員のさらな

る活動推進に向けて（最終報告）」（以下、最終報告）をとりまとめました。今後、さらに

児童委員と主任児童委員が互いの連携を深め、児童委員協議会としての組織的な支援のも

と、地域のネットワークを拡大・強化していくことが期待されます。 

そこで本研修では、最終報告をふまえた児童委員、主任児童委員の今後の取り組みにつ

いて理解を深めるとともに、学校等の関係機関との連携強化について考えます。 
 

＜本研修会における学びのポイント＞ 

✓ 「こどもまんなか社会」の実現にむけた国の最新動向を学ぶ。 

✓ 「最終報告」をふまえた今後の活動ポイントについて学ぶ。 

✓ 学校等の関係機関への関わり方について考察する。 
 

２．主 催： 全国民生委員児童委員連合会、全国社会福祉協議会 

 

３．期 日： 令和７年８月７日（木）～８日（金） 

【集合（対面・２日間）・オンライン（ライブ配信※）（１日目のみ）併用研修】 

※ 後日のアーカイブ配信等はありません。 

 

４．会 場： 全国社会福祉協議会 灘尾ホール 

 

５．定 員： 対面参加：200名程度【原則、各都道府県･指定都市３名を上限とする】 

   オンライン参加：3,000名程度   

【原則、各都道府県･指定都市 40名を上限とする】 

 

６．参加対象： ①都道府県・市区町村（単位）民児協の児童委員活動に携わる部会・委員会等に

所属するなど、子ども・子育て家庭に関わる機会の多い民生委員・児童委員 

       ②市区町村（単位）民児協会長 

       ③主任児童委員 

       ④都道府県・市区町村民児協事務局 ※オンライン参加のみ 

 

７．参加条件： 【対面参加の場合】 

①全日程（２日間）に参加できること  

②各都道府県・指定都市内において、本研修会の学びを持ち帰り、共有いただ 

けること 

③事前準備資料を提出できること 

 

 

令和７年度 全国児童委員・主任児童委員活動研修会 

開  催  要  項 
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（60分） 

【オンライン参加の場合】 

①研修会終了後のアンケートにご協力いただけること 

②各個人もしくはグループの負担及び責任において、「Zoom ウェビナー」を使

用できるパソコン機器、通信環境の確保等ができること（任意の受講場所で

受講可）。 

※通信設備、パソコンの事情による通信障害により、正常に視聴できない場

合の一切の責任は負いかねます。また、参加費の返金はいたしかねます。 

 

８．参加費： 対面参加 5,000円 （資料代含む） 

※ １日目終了後の交流会費 8,000 円（税込み・事前申込制・立食形式）は上

記に含みません。 

※ 本研修会への参加にかかる旅費は上記には含みません。 

オンライン参加 2,500円/ひとり 

※ グループなどで一緒に視聴をされる場合も視聴人数分の参加費をご負担い

ただきます。 
 

９．プログラム（予定）：各日のプログラムのテーマや登壇者等については、都合により、テ

ーマや内容が一部変更となる場合があります。あらかじめご了承くだ

さい。 
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【1日目：８月７日（木）】「児童委員・主任児童委員共通プログラム」 

会場：全国社会福祉協議会 灘尾ホール 

時間 テーマ・登壇者等 

12：30 受付開始 

13：00～13：05 

（５分程度） 
オリエンテーション／全国民生委員児童委員連合会 事務局 

13：05～13：10 

（５分程度） 
開会挨拶／全国民生委員児童委員連合会 児童委員活動推進部会 

13：10～13：50 

（40分） 

＜行政説明＞ 

「こどもまんなか社会の実現にむけた児童委員、主任児童委員への期

待」（仮） 

こども家庭庁 成育局 成育環境課 

【
２
日
目
】 

【
１
日
目
】 

（10分） （40分） （120 分） （90 分） 
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13：50～14：50 

（60分） 

＜講義＞ 

「制度創設 30 周年を経た主任児童委員のさらなる活動推進に向けて（最

終報告）」をふまえた、児童委員、主任児童委員に期待される今後の取り

組み（仮） 

聖隷クリストファー大学 准教授 泉谷 朋子氏 

  

【講義のねらい】 

⚫ 最終報告の作成にご協力いただいた泉谷氏より、検討の背景や問題

意識、とりまとめ内容のポイントについて学ぶ。 

⚫ とくに、最終報告の第４章「民児協での対応が期待される今後の取

り組み」、第５章「一人ひとりの主任児童委員活動の今後に向けて」

について解説いただき、今後の取り組みにつなげる。 

 

14：50～15：00 

（10分） 
休憩 

15：00～17：00 

（120分） 

 

＜パネルディスカッション＞ 

地域における子どもが安心できる居場所づくりとは ～学校等の教育現場

との連携による支援を考える～（仮） 

 

〔趣旨〕 

⚫ 近年、子どもの不登校や自殺の増加が社会的な問題になるなど、学

校での人間関係や家庭環境の問題などにより、居場所を見つけられ

ない子どもたちへの支援が喫緊の課題となっています。 

⚫ 本パネルディスカッションでは、子どもたちが安心できる居場所を

地域にどのようにつくるか、そして主任児童委員を中心に学校等の

教育現場と地域の関係者がどのように連携を強化できるかについて

議論します。 

⚫ 各地域の実践事例を共有し、児童委員に期待される役割や、教育関

係者、地域の支援者が連携して地域ぐるみで子どもを支えるための

方策を探ります。 

 

〔主な議論のポイント〕 

➢ 地域における子どもの安心できる居場所の現状と課題 

➢ 学校・教育現場との連携の重要性と効果的な支援のあり方 

➢ 地域ぐるみでの支援体制の構築と児童委員が果たす役割 

➢ 今後の取り組みに向けて必要なこととは 

 

〔登壇者〕（敬称略） 

 ①佐藤 晴雄 氏 ※コーディネーター 

（帝京大学 教育学部教育文化学科 教授） 

②学校関係者 

③主任児童委員 

 ④単位民生委員児童委員協議会 会長 

17：00～17：05 

（５分程度） 
1日目プログラム終了・事務連絡等 
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18：00～19：30 

（90分程度） 

交流会／事前申込制 

◼ 交流会会場：灘尾ホール 

※ 「交流会参加券」を受付でお渡しください。 

 

【２日目：８月８日（金）】 

分科会（グループワーク①②のいずれかを選択） 

会場：全国社会福祉協議会 ５階会議室/灘尾ホール 

時間 
グループワーク① 

（児童委員対象プログラム） 
グループワーク② 

（主任児童委員対象プログラム） 

9：30～

11：50 

(140分) 

｢子ども・子育て家庭を取り巻く課題と

対応～児童委員の役割と今後の取り組

み～｣(仮) 

 

≪講師≫ 

聖隷クリストファー大学  

准教授 泉谷 朋子氏 

 

【内容】 

⚫ 各地域における子ども・子育て家

庭を取り巻く現状と課題や実践の

共有 

⚫ 課題対応に向けた児童委員活動の

推進に必要なこと（主任児童委員

との連携や児童委員協議会の取り

組み、関係機関と協働する取り組

み等） 

 

｢教育機関等との連携による主任児童

委員活動の推進にむけて｣(仮) 

 

≪講師≫ 

帝京大学 教育学部教育文化学科  

教授 佐藤 晴雄 氏 

 

【内容】 

⚫ 教育機関等の関係機関との連携等

について、現状と課題、それぞれ

の実践等の共有 

⚫ 各地の取り組み等をふまえた、さ

らなる推進に必要な取り組みの検

討 

10.オンライン参加（受講）にあたって 

オンライン参加（受講）の場合は必ずご確認ください。 

 本研修会１日目は、対面開催に加えてオンライン開催も実施いたします。オンライン開催で

は「Zoomウェビナー」を使用いたします。参加の申し込みにあたっては、以下の事項を必ずご

確認のうえ、お申し込みください。同意いただけない場合は参加申し込み受付ができませんの

で、予めご了承ください。 

【留意事項】 

 視聴のために使用する URL は本研修会に参加する方に提供するものとし、URL 等の再配布

は禁止とします。 

 各自で「Zoom ウェビナー」利用の環境をご確認いただき、入室前にカメラ、マイクのテス

トをお願いいたします。 

 開催日前に接続テストを実施いたします。実施日については追ってご案内いたします。 

 オンライン参加の方からも時間の範囲内で質疑をお受けいたします。 

 講義の録音、撮影は固く禁止いたします。 

 参加者側のシステムトラブル、接続の不具合などにより本講座の一部または全部に参加で

きなかった場合、参加費の返金はいたしません。 
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11．参加申し込み・締め切り等: 

都道府県・指定都市民児協ごとに参加者を取りまとめ、令和７年７月 18 日（金）ま

でに（宿泊希望の場合は、令和７年７月 11 日（金）まで）、別紙「参加・交流会・

宿泊のご案内」に記載の申込サイト（Webサイト）から参加申込登録をお願いいたします。 

※ 1 日目プログラム終了後の交流会は、事前申込制です（別途、会費がかかります）。

当日、飛び入りの参加はできませんので、あらかじめご了承ください。 

※ 申込後の変更や取消の手続きも同サイトから可能ですので、詳細は別紙のご案内をご

参照ください。 

 

【参加申込や宿泊等に関する問い合わせ先】 

名鉄観光サービス（株）MICEセンター  

〒100-0013 東京都千代田区霞が関３-３-２ 新霞が関ビル ロビー階 

TEL: 03-3595-1121  受付時間: 平日 10:00～17:00 
 

 

≪参加申込等に関する連絡について≫ 

① 参加申込後、名鉄観光サービス（株）MICE センターより、同サイトから登録い

ただいた申込代表者（各都道府県・指定都市民児協事務局）のメールアドレス

に、申込内容（登録情報）が自動メールされます。内容に不備等があれば、適

宜、同サイトから変更や取消の手続きを行ってください。その他の不明点等に

ついては、名鉄観光サービス（株）MICEセンターにお問い合わせください。 

② 当日参加券や交流会参加券等については、申込サイトより参加者分をダウンロ

ードいただきます。７月 25（金）日頃、名鉄観光サービス（株）MICE センター

より、「参加券ダウンロード」の開始ならびに Zoomウェビナー参加 URLについて

メールをご連絡いたします。参加者までお渡しのうえ、当日、参加者ご本人が

ご持参ください。 

※万一、参加券等をお忘れの場合は、受付時にスタッフにお申し出ください。 

③ なお、やむを得ない事情により、急遽本研修会の参加ができない場合は、必ず

名鉄観光サービス（株）MICEセンターにご連絡ください。 
 

 

12．個人情報の取り扱いについて: 

⚫ 本研修会の参加申込を通じて取得した参加申込者の個人情報については、本会（全国

社会福祉協議会）が定めるプライバシーポリシー（個人情報の保護に関する方針）に

基づき取り扱います。 

⚫ なお、本研修会にかかる参加申込の受付および宿泊手配等につきましては、名鉄観光

サービス（株） MICE センターと個人情報の適正な取り扱いについて契約を交わした

うえで同社に業務を委託いたします。 

⚫ 個人情報は、本研修会の運営に関する業務以外の目的には使用いたしません。 

⚫ 「都道府県・指定都市名」「所属民児協名」「氏名」について、『参加者名簿』を作成

し、参加者に配布いたします。 

 
 

13．本研修内容に関する問い合わせ（申込登録、参加費の支払いや宿泊等に関すること以外）: 

  全国民生委員児童委員連合会事務局（担当: 矢田、大澤） 

  〒100-8980東京都千代田区霞が関 3-3-2 新霞が関ビル内 

TEL: 03-3581-6747 FAX: 03-3581-6748 E-mail: z-minsei@shakyo.or.jp 

mailto:z-minsei@shakyo.or.jp

